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12
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　12月１日から18日まで18日間開催した。
　１日目（１日）は、町長より上程された議案の説明があった。
　２日目（10日）は、「川根本町農業委員会委員の任命について」同
意11件、「川根本町国民健康保険税条例の一部改正」等の一部改正４
件、指定管理者の指定１件、「一般会計補正予算」等４件、新町建設
計画の変更、静岡県市町総合事務組合規約の変更について、全員賛成
で可決した。
　最終日（18日）には、一般質問終了後、第二常任委員会に審査を付
託された「農地中間管理機構関連農地整備事業に係る特別徴収に関す
る条例の制定」他１件を委員長が報告し、全員賛成で可決した。
　また、２日目の追加議案「工事請負契約の締結について」、「財産の
取得について」も、全員賛成で可決した。

同

意

11

件

＊
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

・
丹
野　

浩
之　

氏

　

・
鈴
木　

和
広　

氏

　

・
山
田
友
兵
衛　

氏

　

・
浜
谷　

隆
康　

氏

　

・
大
石　

義
治　

氏

　

・
中
野　

利
広　

氏

　

・
板
谷　

隆
輝　

氏

　

・
筑
地　

美
帆　

氏

　

・
神
東　

美
希　

氏

　

・
小
澤　

達
巳　

氏

　

・
中
野　
　

暉　

氏

条
例
の
制
定

＊
農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
農
地
整
備
事
業
に
係
る

特
別
徴
収
金
に
つ
い
て

　

土
地
改
良
事
業
に
よ
る

農
地
に
つ
い
て
、
目
的
外

用
途
へ
の
転
用
や
管
理
権

の
解
除
を
し
た
場
合
に
、

特
別
徴
収
金
を
徴
収
す
る
。

＊
川
根
本
町
森
林
交
流
宿

泊
施
設
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

都
市
と
の
交
流
を
通
じ

産
業
の
振
興
及
び
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
森

林
交
流
宿
泊
施
設
（
ウ
ッ

ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く
ぼ
・
緑

の
伝
習
館
）
を
設
置
す
る

た
め
。

　

２
件
の
詳
細
は
、
４

ペ
ー
ジ
の
委
員
会
報
告
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

条
例
の
一
部
を
改
正

＊
川
根
本
町
国
民
年
金
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

従
来
の
当
初
予
算
は

「
概
算
予
算
」
だ
っ
た
が
、

こ
れ
を
「
通
年
予
算
」
に

変
え
る
。
被
保
険
者
へ
の

影
響
は
な
い
。

＊
川
根
本
町
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

　

法
律
施
行
に
伴
い
、
本

町
の
条
例
の
内
、
必
要
事

項
を
改
正
す
る
。
特
に
、

文
言
の
改
正
。

＊
川
根
本
町
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正

　

法
律
施
行
に
伴
い
、
本

町
の
条
例
の
内
、
必
要
事

項
を
改
正
す
る
。
特
に
、

文
言
の
改
正
。

＊
川
根
本
町
簡
易
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
　

将
来
に
わ
た
っ
て
の
安

心･

安
全
な
水
道
供
給
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
改
正
す
る
。

　

基
本
水
量
（
10
㎥
ま

で
）
・
超
過
水
量
（
11

㎥
～
20
㎥
）
は
20
％
。
超

過
水
量
（
21
㎥
以
上
）
は
、

11
％
使
用
料
金
が
上
が
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

＊
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
（
ウ
ッ
ド
ハ
ウ

ス
お
ろ
く
ぼ
・
緑
の
伝
習

館
）

　

株
式
会
社 

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｎ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

を
指
定
す
る
。
期
間
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
。

水道施設（接岨浄水場）

緑の伝習館 ウッドハウスおろくぼ
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補

正

予

算

＊
一
般
会
計

　

補
正
額
２
億
３
百
３
０ 

万
円
を
増
額
し
て
、
総
額

６
９
億
８
千
３
百
万
円
と

す
る
も
の
。

　

高
度
無
線
環
境
整
備
推

進
事
業
、
地
域
医
療
推
進

費
、
資
料
館
運
営
費
、
令

和
３
年
度
中
・
高
校
生
海

外
研
修
業
務
委
託
契
約
、

令
和
３
年
度
川
根
本
町
小

学
校
５
年
生
県
外
体
験
学

習
業
務
委
託
契
約
に
関
連

す
る
も
の
が
主
な
も
の
で

す
。

＊
国
民
健
康
保
険
事
業

　

補
正
額
７
千
６
百
５
０ 

万
円
を
増
額
し
て
、
総
額

８
億
８
千
３
百
７
万
円
と

す
る
も
の
。

　

被
保
険
者
療
養
給
付
費

被
保
険
者
高
額
療
養
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
。

＊
介
護
保
険
事
業

　

補
正
額
７
百
４
万
円
を

増
額
し
て
、
総
額
１
３
億 

２
千
７
百
９
万
円
と
す
る

も
の
。

　

介
護
予
防･

生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
増
額

に
よ
る
も
の
。

＊
い
や
し
の
里
診
療
事
業

　

補
正
額
２
百
３
６
万
円

を
増
額
し
て
、
総
額

６
千
５
百
７
８
万
円
と
す

る
も
の
。

　

医
薬
材
料
費
、
検
査
手

数
料
の
増
額
に
よ
る
も
の
。

＊�　

林
道
千
頭
嶺
線
災
害

復
旧
工
事
（
７
月
梅
雨

前
線
豪
雨
災
害
）
の
請

負
契
約
を
締
結
し
た
。

　

�　

契
約
の
相
手
方
は
、

株
式
会
社
柳
澤
組
（
東

藤
川
）
契
約
金
額
は
、

７
千
８
百
４
３
万
円
。

＊�　

令
和
２
年
度
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
用
端
末
購
入
を
契
約

し
た
。

　

�　

契
約
の
相
手
方
は
、

株
式
会
社
Ｓ
Ｂ
Ｓ
情
報

シ
ス
テ
ム
（
静
岡
市
）。

　

契
約
金
額
は
、
１
千 

８
９
万
円
。

　

購
入
す
る
パ
ソ
コ
ン

は
、
67
台
。

・�

計
画
期
間
を
、
令
和
７

年
度
ま
で
と
す
る
。

・�
斎
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
た
な
斎
場
の
建
設
と

施
設
運
営
を
見
直
す
。

・�

川
根
本
町
型
義
務
教
育

学
校
の
開
校
を
目
指
す
。

・�

令
和
７
年
度
ま
で
の
財

政
状
況
、
人
口
動
態
を

見
込
み
、
財
政
（
歳

入
・
歳
出
）、
行
政
組

織
に
つ
い
て
積
極
的
に

見
直
す
。

・�「
相
寿
園
管
理
組
合
」

（
牧
之
原
市
）
を
令
和

３
年
３
月
を
も
っ
て
削

除
す
る
。

議
員
発
議
議
案

＊
防
災･

減
災
、
国
土
強

靱
化
対
策
の
継
続･

拡
充

を
求
め
る
意
見
書
。

　

全
員
賛
成
で
可
決
し
、

「
地
方
自
治
法
第
99
条
」

の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
総

理
大
臣
を
始
め
関
係
大
臣

に
提
出
し
た
。

　

内
容
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
12
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に�

つ
い
て 

　
　
　

新
町
建
設
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

静
岡
県
市
町
総
合

事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

いやしの里診療所

災害現場

本川根斎場

ＩＣＴ授業風景
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第二常任委員会審査報告
審査日　令和2年　１ ２月２日

⑴�

農
地
中
間
管
理
機
構

関
連
農
地
整
備
に
係

る
特
別
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

こ
の
条
例
は
、
土
地

改
良
事
業
の
施
工
地
域

内
の
農
用
地
に
つ
い
て
、

工
事
完
了
後
8
年
ま
で

の
間
に
目
的
外
用
途
へ

の
転
用
や
農
地
中
間
管

理
権
を
解
除
し
た
場
合
、

担
い
手
か
ら
特
別
徴
収

金
を
徴
収
す
る
こ
と
を

定
め
た
も
の
。

 

条
例
の
内
容 

　

制
度
の
趣
旨
、
特
別
徴

収
金
の
額
、
徴
収
方
法
、

延
滞
金
の
徴
収
等
を
規
定

す
る
。

 

対
象
事
業
等 

　

担
い
手
：
川
根
美
味
し

た
け
他
、
認
定
農
業
者

①
下
泉
原
農
地
基
盤
整
備

　

令
和
2
年　

測
量
設
計

　

令
和
３
年
～
５
年
工
事

②
西
地
名
農
地
基
盤
整
備

　

令
和
３
年　

測
量
設
計

　

令
和
4
年
～
6
年
工
事

　

質
疑
が
８
件
あ
り
答
弁

を
行
政
当
局
か
ら
受
け
た
。

　

農
地
整
備
に
よ
り
効
率

の
良
い
農
業
経
営
を
可
能

に
す
る
、
当
町
の
モ
デ
ル

事
業
で
あ
る
。

◎
討
論　

な
し

◎�

採
決　

起
立
全
員
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

⑵�

川
根
本
町
森
林
交
流

宿
泊
施
設
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
都
市

と
の
交
流
を
通
じ
山
村

地
域
に
お
け
る
産
業
の

振
興
及
び
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
滞
在

型
交
流
促
進
拠
点
施
設

と
し
て
、
森
林
交
流
施

設
を
設
置
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

伴
い
今
ま
で
の
３
つ
の

条
例
を
廃
止
す
る
。

 

条
例
の
内
容

　

設
置
目
的
、
名
称
及
び

位
置
、
管
理
、
使
用
の
許

可
等
、
使
用
料
、
指
管
理

者
に
よ
る
管
理
・
業
務
、

利
用
料
金
、
委
任
、
施
工

期
日
、
経
過
措
置
な
ど
15

条
か
ら
な
る
。

 

条
例
の
廃
止

・�

川
根
本
町
緑
の
伝
習
館

条
例

・�

川
根
本
町
南
赤
石
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
条
例

・�

川
根
本
町
中
川
根
ウ
ッ

ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く
ぼ
条
例

　
「
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ

く
ぼ
」、「
緑
の
伝
習
館
」

の
名
称
は
引
き
続
き
利
用

す
る
。

　
　

全
協
で
の
説
明
で
は
、

同
一
敷
地
内
に
あ
る

「
三
ツ
星
天
文
台
」
は
含

め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

問

た
が
、
天
文
台
も
含
め
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

天
文
台
は
、
い
ろ
い

ろ
な
議
論
の
中
で
、

含
め
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　

Ｍ
Ａ
Ｃ
（
マ
ッ
ク
）

と
い
う
団
体
が
天
文

台
を
使
用
し
て
活
動
し
て

い
る
が
、
維
持
管
理
は
行

政
で
行
う
必
要
が
あ
り
、

指
定
管
理
者
と
話
を
詰
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
　

施
設
は
、
町
が
管
理

し
て
い
る
。
宿
泊
者

へ
の
割
引
利
用
な
ど
も
含

め
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
（
マ
ッ
ク
）

と
指
定
管
理
者
が
接
点
を

持
ち
な
が
ら
運
用
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
う
。

　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

緊
急
時
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

尾
呂
久
保
地
区
の
皆

さ
ん
に
対
し
て
、
新

し
い
指
定
管
理
者
も
職
員

答問答問答問

も
出
向
い
て
話
を
す
る
な

ど
、
配
慮
を
願
い
た
い
。

伺
う
。

　
　

尾
呂
久
保
地
区
の
方

が
心
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
承
知
し
て
い
る
の

で
、
情
報
を
伝
え
る
等
し

て
進
め
た
い
。

◎
討
論　

な
し

◎
採
決　

起
立
全
員　
　

　

原
案
と
お
り
可
決
。

答

下泉原地区の現況

第
二
常
任
委
員
長

�

野
口
直
次 ようこそ「ウッドハウスおろくぼ」へ
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登山道の整備等について� （平成30年９月定例会）

Ｑ．定期的な登山道整備のための、調査・巡回等の予算付けが必要ではないか。
Ａ．�巡回調査などの費用は、登山道の情報確認の為、定期的な調査の為にも必要
と考えている。

６ページ
野口　直次　議員
１　令和３年度予算編成に当たり今後の取り組みを伺う。
２　�新町建設計画から今後の町立学校の方向性について伺う。

７ページ
中澤　莊也　議員
１　障がい者等への公共料金の減免について
２　過疎地域自立促進計画について
３　地籍調査について

８ページ
山本　信之　議員
１　自治体財政状況について
２　川根本町立学校の今後の方向性について

９ページ
澤西　省司　議員
１　�町の有り余る資源を活用して起業したい人を、積極的

に支援するべきではないか伺う。
２　川根本町いきいきクラブ連合会の今後の活性化策を伺う。

10ページ

中原　　緑　議員
１　少子化対策について伺う。
２　�「高度情報基盤整備」の開始から６年経過の現状と、

今後の事業予定について伺う。
３　観光施設の見直しを。音戯の郷の運営について伺う。

11ページ
石山貴美夫　議員
１　町立小中学校の今後の方向性について
２　�コロナ禍、コロナ収束後の観光・経済の活性化対策に

ついて

登山道巡視・修繕整備経過について
●平成30年度から登山道巡視を実施（巡視手数料で予算計上）
　　千頭山の会・・・大札山・蕎麦粒山～高塚山・山犬段～千石平・天狗石山
　　奥大井・南アルプスファンクラブ・・・沢口山・朝日岳・前黒法師

●平成30年度巡視報告書により、令和元年度に大札山登山道の修繕整備を実施。
　　（肩コース　階段５０段補修　　北尾根コース　階段２０段補修、登山道路肩抑え１２０ｍ設置）

６
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

12
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

一 般 質 問

質問者：野口直次 議員

巡視報告を受けながら、軽微なものは材料現物支給等で対応し、現場の状態を見ながら場合によっては、
修繕整備の為に予算等確保して、取り組んでいきたい。

各山岳団体の協力もあり、巡視・整備を続ける事により登山者の安全が図られている。

今　後

効　果

質問の概要を発言順に掲載します

現　状

あの一般質問

どうなっただやぁ～
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質
問

　

各
地
区
説
明
会
後
、
町

立
学
校
の
方
向
性
を
決
定

す
る
上
で
必
要
な
議
会
等

へ
の
説
明
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

再
編
計
画
の
準
備
に
お

け
る
経
過
報
告
、
必
要
な

協
議
等
を
行
わ
さ
せ
て
頂

き
、
義
務
教
育
学
校
の
開

校
に
間
に
合
う
よ
う
に
、

学
校
設
置
条
例
の
制
定
や

必
要
な
条
例
等
の
改
正
に

つ
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

学
校
設
置
条
例
等
の
議

会
提
出
は
、
い
つ
頃
を
想

定
し
て
い
る
か
を
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

具
体
的
に
い
つ
と
い
う

こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
は
申

し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

開
校
に
間
に
合
う
よ
う
に

対
応
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

質
問

　

私
の
考
え
で
は
、
令
和

４
年
度
末
ぐ
ら
い
に
は
検

討
し
て
い
か
な
い
と
、
こ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
厳

し
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

そ
の
辺
も
含
め
、
上
程

の
時
期
に
つ
い
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

質
問

　

今
年
度
現
在
の
出
生
数

が
５
名
と
聴
く
。
令
和
2

年
度
で
一
桁
の
可
能
性
も

充
分
考
え
ら
れ
る
状
態
で

心
配
し
て
い
る
。
今
後
先

を
見
通
し
た
時
、
１
校
も

視
野
に
入
れ
る
必
要
も
考

え
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
の

将
来
に
関
す
る
大
事
な
問

題
な
の
で
、
２
校
設
置
案

に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま

す
。
更
に
児
童
・
生
徒
が

減
っ
た
場
合
は
、
明
確
な

今
後
の
目
標
案
等
ど
う
す

る
か
を
含
め
て
再
度
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

地
区
説
明
会
の
中
で
も
、

持
続
可
能
な
川
根
本
町
の

子
育
て
教
育
を
目
指
し
て
、

今
後
の
方
向
性
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
資
料
等
を
基
に

し
て
、
議
会
に
お
い
て
も

議
論
を
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

質
問

　

説
明
会
で
の
通
学
時
間

の
負
担
の
内
容
で
、
近
隣

市
町
の
バ
ス
通
学
に
係
る

時
間
は
片
道
最
大
30
分
程

度
。
そ
れ
は
ど
こ
の
市
町

か
。
通
学
時
間
に
つ
い
て

の
根
拠
に
つ
い
て
も
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

聴
い
て
い
る
範
囲
の
中

で
は
、
牧
之
原
市
等
で
の

状
況
。
平
成
27
年
度
1
月

に
は
、
文
科
省
か
ら
「
公

立
小
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
に
関
す

る
手
引
き
・
少
子
化
に
対

応
し
た
活
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
向
け
て
」
が
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
統

合
後
の
通
学
時
間
は
10
分

か
ら
75
分
ま
で
幅
広
い
も

の
の
、
９
割
以
上
が
１
時

間
以
内
と
な
っ
て
お
り
、

概
ね
１
時
間
以
内
を
目
安

と
い
う
も
の
で
、
市
町
に

お
い
て
は
地
域
の
実
情
や

児
童
生
徒
の
実
態
に
合
わ

せ
て
対
応
す
る
と
い
う
資

料
が
示
さ
れ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
で
は
子
供
た
ち

に
過
度
の
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問

　

新
聞
等
を
見
ま
す
と
、

島
田
地
区
の
小
中
学
校
の

統
廃
合
の
記
事
で
は
、
約

60
分
を
通
学
時
間
に
掲
げ

て
い
る
よ
う
で
す
。
島
田

市
の
こ
と
は
聴
い
て
い
る

か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

島
田
市
の
情
報
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問

　

こ
の
町
は
南
北
に
長
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

子
供
に
と
っ
て
は
ど
う
な

の
か
、
子
供
た
ち
を
取
る

の
か
。
旧
態
依
然
の
地
域

を
取
る
の
か
。
行
政
が
今

後
示
す
い
く
つ
か
の
案
件

に
対
し
て
、
住
民
・
議
会

等
に
根
拠
資
料
の
上
乗
せ

を
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持

ち
か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

今
後
も
、
必
要
な
資
料
、

情
報
等
は
議
会
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
方
々
に
提
示

を
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・�

来
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・�

青
部
駅
周
辺
整
備
事
業

の
来
年
度
進
展
状
況

問 議会等への
� 今後の説明スケジュールを伺う
答 開校に向けて必要な条例等を行う

野口直次 議員

各地区の説明会のようす

6 ※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。



障
が
い
者
等
へ
の
公

共
料
金
の
減
免
に
つ

い
て

質
問

　

現
在
わ
が
町
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
障
が
い
者

等
へ
の
公
共
料
金
の
減
免

措
置
の
実
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

　

障
が
い
者
等
へ
の
減
免

制
度
と
し
て
、
生
活
手
段

で
あ
る
交
通
関
連
、
町
営

住
宅
関
連
に
減
免
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

質
問

　

障
が
い
者
等
へ
水
道
料

金
の
減
免
措
置
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。

町
長

　

水
道
料
金
は
、
加
入
者

が
使
用
し
た
水
量
に
応
じ

て
料
金
の
支
払
い
を
い
た

だ
く
こ
と
が
大
前
提
で
あ

り
、
障
が
い
者
だ
か
ら
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状

で
は
減
免
措
置
を
行
う
考

え
は
な
い
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
飲
食
店
等
に

対
す
る
水
道
料
金
等
の
減

免
措
置
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。

く
ら
し
環
境
課
長

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
納
付

で
き
な
い
と
い
っ
た
相
談

が
数
件
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
納
付
猶
予

と
い
う
措
置
を
行
い
、
料

金
に
つ
い
て
の
減
免
と
い

う
措
置
は
行
っ
て
は
い
な

い
。
今
後
も
減
免
措
置
で

は
な
く
、
納
付
猶
予
と

い
っ
た
措
置
で
対
応
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問

　

事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

建
設
課
長

　

調
査
対
象
面
積
（
大
井

川
、
国
有
林
を
除
く
。）

は
、
２
０
６
．５
４
㎢
で

あ
り
、
調
査
の
完
了
し
た

面
積
は
、
藤
川
５
．８
４

㎢
、
水
川
地
区
２
．３
６

㎢
の
内
、
０
．９
４
㎢
、

計
６
．
７
８
㎢
で
あ
る
。

ま
た
、
町
の
調
査
と
は
別

に
静
岡
県
森
林
組
合
連
合

会
が
山
地
の
地
籍
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
町
全
体

で
は
１
５
．４
８
㎢
で
あ

り
、
約
７
．４
９
％
の
進

捗
で
あ
る
。
現
在
は
水
川

地
区
の
再
調
査
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
の
完

了
ま
で
の
年
月
、
費
用
等

に
つ
い
て
は
、
水
川
地
区

の
再
調
査
完
了
後
、
再
度

計
画
を
立
て
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

地
籍
図
、
地
籍
簿
策
定

後
に
お
け
る
県
へ
の
認
証

手
続
き
は
問
題
な
く
行
わ

れ
て
い
る
か
。

建
設
課
長

　

水
川
地
区
に
お
い
て
現

在
再
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
の
は
、
測
量
は
終
わ
っ

て
い
た
け
れ
ど
境
界
の
閲

覧
ま
で
の
書
類
が
不
備
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
閲

覧
が
終
了
し
た
地
籍
図
及

び
地
籍
簿
は
、
測
量
や
調

査
の
成
果
を
整
理
し
た
後
、

来
年
度
認
証
請
求
で
き
る

見
通
し
で
あ
る
。

質
問

　

地
籍
調
査
が
未
実
施
の

場
合
、
再
開
発
や
災
害
復

旧
の
支
障
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
調
査
体
制
の

充
実
と
強
化
を
図
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

　

災
害
か
ら
の
迅
速
な
復

旧
の
た
め
に
も
非
常
に
重

要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
限
ら

れ
た
財
源
、
人
材
に
よ
り

様
々
な
問
題
に
対
応
し
て

い
る
当
町
に
お
い
て
は
、

地
籍
調
査
業
務
に
関
す
る

体
制
は
町
の
現
状
に
即
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

建
設
課
長

　

不
足
す
る
人
材
を
補
う

た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら

静
岡
県
の
外
郭
団
体
「
ふ

じ
の
く
に
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
」
へ
再
調
査
業
務

を
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
31
年
度
４
月
か
ら
は

職
員
が
１
名
増
員
と
な
り
、

専
任
で
地
籍
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
の
予
算
、

職
員
配
置
の
中
で
最
大
限

の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
地
籍
調

査
を
進
め
て
い
く
。

問 障がい者等への
� 水道料金の減免の考えは
答 減免措置ではなく、納付猶予等で対応

地
籍
調
査
に
つ
い
て

中澤莊也 議員

地籍調査中
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質
問

　

向
こ
う
五
年
間
の
財
政

計
画
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費

等
で
減
少
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
増
加
は
見
込

ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
当
然

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
ま

た
、
普
通
交
付
税
が
減
少

し
、
そ
の
分
基
金
取
り
崩

し
に
頼
る
決
算
見
込
み
か

ら
、
単
年
度
で
実
施
す
る

事
業
量
を
抑
制
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
町
の
状

況
に
沿
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

予
算
の
適
正
規
模
を
堅
持

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

具
体
的
な
公
共
事
業
の

予
定
や
各
種
施
設
の
改
修

等
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
考
え

を
伺
う
。

総
務
課
長

　

財
政
的
に
継
続
が
可
能

か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し

た
後
、
事
業
の
予
算
化
を

判
断
し
て
い
る
。
財
政
的

に
厳
し
い
か
ら
と
い
う
理

由
の
み
で
事
業
を
縮
小
、

廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、

自
治
体
運
営
に
取
り
組
む

こ
と
が
行
政
の
責
任
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問

　

必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
維
持
し
な
が
ら
、
公
共

施
設
を
減
ら
し
て
い
く
こ

と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。
方
針
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

来
年
度
予
算
に
お
い
て
、

個
別
施
設
管
理
計
画
に
関

す
る
予
算
の
計
上
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
様
々

な
施
設
が
あ
る
中
で
一
概

的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
の
難
し
さ
も
あ
る
が
、

可
能
な
も
の
か
ら
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

義
務
教
育
学
校
を
２
校

開
校
す
る
と
、
複
式
学
級

に
な
る
不
安
感
、
保
護
者

と
町
民
の
不
安
は
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
と
思
う
。
そ

の
前
に
２
校
で
開
校
あ
り

き
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

１
校
に
す
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
か
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長

　

当
町
は
町
域
が
広
く
、

登
下
校
の
時
間
の
増
加
、

教
職
員
の
人
数
の
減
少
に

よ
る
教
育
力
の
低
下
、
児

童
生
徒
の
人
間
関
係
の
固

定
化
に
よ
る
川
根
高
校
へ

の
連
携
中
学
か
ら
の
入
学

者
の
減
少
等
が
危
惧
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
義
務
教
育

学
校
２
校
体
制
で
子
供
た

ち
の
人
数
の
推
移
を
注
視

し
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

質
問

　

町
内
に
１
校
で
い
い
と

い
う
意
見
、
中
川
根
学
園
、

本
川
根
学
園
の
２
校
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が

あ
る
か
と
思
う
。
未
就
学

児
・
就
学
児
童
生
徒
の
保

護
者
の
考
え
を
聞
く
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長

　

未
就
学
児
や
就
学
児
童

の
保
護
者
へ
の
再
編
計
画

の
説
明
に
つ
い
て
は
、
各

小
学
校
や
子
育
て
支
援
施

設
、
保
育
園
な
ど
に
直
接

出
向
き
、
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
学
校
再
編

の
主
旨
、
義
務
教
育
学
校

の
意
義
、
義
務
教
育
学
校

に
お
け
る
学
区
等
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
で

に
実
施
し
て
い
る
。

山
本

　

質
問
の
終
わ
り
に
当
た

り
申
し
上
げ
る
。

　

川
根
本
町
の
人
口
は
も

と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

数
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
将
来
の
た

め
に
検
討
を
重
ね
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
保

護
者
の
意
見
を
尊
重
す
る

た
め
に
も
、
今
一
度
「
川

根
本
町
内
の
義
務
教
育
学

校
を
１
校
に
す
る
の
か
、

２
校
に
す
る
の
か
」
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
お
願
い
し
た
い
。

問 保護者の考えを尊重する
� 学校統合アンケートは
答 各小学校や施設等にて

� 説明させていただいている

山本信之 議員

自
治
体
財
政
状
況
に

つ
い
て

川
根
本
町
立
学
校
の

今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て

川根本町役場　本庁舎
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質
問

　

豊
富
な
木
材
資
源
を
活

用
し
た
会
社
の
立
ち
上
げ

を
積
極
的
に
支
援
し
て
、

持
続
可
能
な
雇
用
を
生
み

出
す
こ
と
こ
そ
、
数
百
年

の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業
」
な
ど
で
は
と
考
え
ま

す
が
。

町
長

　

町
独
自
の
起
業
支
援
と

し
て
、
観
光
商
工
課
で
起

業
及
び
事
業
継
続
チ
ャ
レ

ン
ジ
補
助
金
制
度
が
あ
る

他
、
国
、
県
等
に
お
い
て

も
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
川
根
本
町

に
は
製
材
所
が
な
い
の
で
、

桑
野
山
の
木
の
駅
事
業
等

で
一
緒
に
な
っ
て
や
れ
ば

効
率
が
上
が
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
方
向
性
を
枠
組

み
と
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

質
問

　
「
千
年
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
事
業
」
を
輝
か
せ
る

た
め
に
未
来
志
向
の
観
点

か
ら
町
は
支
援
す
る
べ
き

で
は
。

企
画
課
長

　

事
業
案
を
持
っ
て
相
談

に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

企
画
課
の
み
な
ら
ず
関
連

す
る
課
と
一
緒
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
談
窓
口
等
の
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
千
年
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
新
た
な
可
能
性
の

発
掘
に
繋
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る

方
が
核
に
な
っ
て
、
起
業

を
目
指
す
こ
と
が
成
功
の

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

質
問

　

木
製
品
製
造
会
社
を
起

業
さ
せ
、
軌
道
に
乗
せ
れ

ば
自
ず
と
道
は
開
か
れ
る
。

ゆ
え
に
、
必
要
性
と
価
値

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長

　

議
員
の
言
う
岡
山
県
西

粟
倉
村
の
起
業
支
援
は
一

つ
の
成
功
例
だ
が
、
今
後
、

川
根
本
町
で
の
起
業
支
援

の
取
組
に
は
、
中
心
と
な

る
方
の
考
え
方
、
思
い
に

基
づ
く
計
画
に
公
益
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

行
政
は
支
援
を
行
う
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問

　
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
と
の
懇
談
会
で
出

さ
れ
た
多
く
の
問
題
を
町

長
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

町
長

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
長

年
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通

じ
て
、
町
の
高
齢
者
福
祉

に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
こ
と
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

の
ク
ラ
ブ
数
及
び
会
員
数

の
減
少
に
つ
い
て
は
、
大

変
危
惧
し
て
い
ま
す
。
特

効
薬
の
よ
う
な
も
の
が
見

つ
か
ら
な
い
が
、
引
き
続

き
問
題
を
一
つ
ず
つ
解
決

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

質
問

　

役
員
の
な
り
手
不
足
の

問
題
で
は
、
会
計
の
負
担

軽
減
で
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
で
は
と
思
い
ま
す
が
。

高
齢
者
福
祉
課
長

　

補
助
金
に
関
す
る
こ
と

で
、
会
計
さ
ん
が
大
変
苦

慮
し
て
い
る
話
は
伺
っ
て

お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
協
力
を
依
頼
し
て
、
役

員
の
事
務
負
担
軽
減
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問

　

普
段
か
ら
顔
を
出
さ
な

い
会
員
向
け
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
み
た
い
と
い
う
積
極
的

な
意
見
が
あ
る
が
、
特
別

な
予
算
は
組
め
な
い
も
の

か
。

高
齢
者
福
祉
課
長

　

現
状
新
た
に
予
算
を
増

や
す
こ
と
は
、
困
難
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
会

員
を
増
強
す
る
た
め
の
新

た
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
こ
と
と
捉と
ら

え
、
関

連
団
体
と
も
引
き
続
き
協

議
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

　

補
助
金
の
配
分
方
法
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
課
長

　

ク
ラ
ブ
運
営
の
課
題
は

お
金
が
全
て
だ
と
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
必
要
で
あ
れ
ば

関
係
す
る
皆
様
の
御
意
見

を
頂
い
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 起業を支え
� 軌道に乗せることが重要では
答 計画に公益性が

� 認められる場合に支援する

澤西省司 議員

町
の
資
源
を
活
用
し

て
起
業
し
た
い
人
を
、

積
極
的
に
支
援
す
る

べ
き
で
は

川
根
本
町
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
今
後
の

活
性
化
策
を
伺
う
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問 少子化対策『結婚新生活支援』
� の事業化は？
答 令和３年度、

� 事業実施に向けて検討している
質
問

　

当
町
の
出
生
数
は
平
成

23
年
40
人
、
30
年
17
人
、

57
％
減
少
し
た
。
少
子
化

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
。
対
策
と
実
績
は
。

町
長

　

保
育
園
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
に
よ
る
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
支
援
や
、

高
校
ま
で
の
医
療
費
助
成
、

養
育
支
援
訪
問
、
相
談
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

企
画
課
長

　

結
婚
・
出
産
祝
い
金
の

一
時
金
支
給
あ
り
。
婚
活

事
業
の
実
績
は
な
い
。

質
問

　

内
閣
府
が
少
子
化
対
策

と
し
て
、
新
婚
世
帯
に
住

居
費
や
引
越
し
費
用
の
一

部
の
助
成
を
60
万
円
に
増

額
す
る
が
、
当
町
で
も

『
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
』

を
実
施
し
て
、
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

町
長

　

来
年
度
実
施
に
向
け
検

討
し
て
い
る
。
国
の
補
助

要
件
や
金
額
見
直
し
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

若
い
世
帯
の
流
出
を
防

ぐ
た
め
に
、
入
園
、
小
・

中
・
高
校
入
学
時
の
節
目

に
「
入
学
お
祝
い
金
」
を

給
付
す
る
考
え
は
な
い
か
。

企
画
課
長

　

お
祝
い
金
は
一
過
性
で

あ
り
、
現
在
実
施
し
て
い

る
顔
の
見
え
る
個
に
応
じ

た
福
祉
施
策
・
保
健
医
療

推
進
の
継
続
が
、
住
み
続

け
た
い
と
思
わ
れ
る
町
づ

く
り
で
あ
り
、
流
出
へ
の

手
立
て
の
一
つ
と
考
え
る
。

質
問

　

育
児
や
家
計
に
不
安
な

く
結
婚
に
踏
み
切
れ
る
環

境
構
築
の
た
め
に
は
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
、
働
き

方
改
革
の
推
進
が
必
要
。

町
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

事
業
所
に
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　

町
民
や
事
業
所
へ
の
男

女
共
同
参
画
、
子
育
て
講

座
等
へ
の
参
加
促
進
で
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
行
く
。

質
問

　

無
線
エ
リ
ア
が
光
化
に

整
備
さ
れ
る
の
は
い
つ
か
。

障
害
を
回
避
す
る
た
め
の

上
位
回
線
の
状
況
は
。

情
報
政
策
課
長

　

国
補
助
事
業
は
、
本
年

度
内
完
成
が
基
本
で
あ
る
。

上
位
回
線
は
、
現
在
一
本

な
の
で
、
次
の
運
営
会
社

で
あ
る
中
国
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
が
二
本
に
増
強
す
る
。

質
問

　

告
知
端
末
機
入
替
時
に

は
、
か
わ
ね
フ
ォ
ン
利
用

状
況
調
査
は
す
る
の
か
。

情
報
政
策
課
長

　

聞
き
取
り
調
査
は
、
住

民
の
ご
意
見
を
聞
く
一
つ

の
手
段
だ
と
考
え
る
。

質
問

　

平
成
10
年
オ
ー
プ
ン
。

当
時
の
集
客
見
込
み
は
。

町
長

　

年
間
７
万
５
千
人
の
集

客
を
見
込
ん
で
い
た
。

質
問

　
（
議
員
配
付
資
料
よ
り
）

入
館
者
は 

オ
ー
プ
ン
当
時

３
万
８
千
５
百
人
、

令
和
元
年
度 

１
万
４
千 

８
百
人
に
減
少
し
た
。

　

運
営
費
は
、
毎
年
、
約

４
千
万
円
か
ら
５
千
万
円

が
一
般
財
源
か
ら
支
出
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
入
館

状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
時

閉
館
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
か
検
討
す
る
。

質
問

　

環
境
省
が
南
ア
ル
プ
ス

国
立
公
園
の
拡
張
調
査
を

開
始
し
た
。
音
戯
の
郷
を

国
立
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
提
案
で
き
な
い
か
。

町
長

　

誘
致
に
向
け
て
は
、
想

定
以
上
の
様
々
な
条
件
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。新たな活用が期待される「音戯の郷」ラウンジ

中原　緑 議員

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

音
戯
の
郷
に
つ
い
て

高
度
情
報
基
盤
整
備

に
つ
い
て

新婚生活を応援します

家賃や引越費用の
補助があるんだって！

10 ※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。



質
問

　

立
地
的
に
町
の
真
ん
中

の
徳
山
に
教
育
施
設
を
残

す
べ
き
で
は
な
い
か
。　

町
長

　

教
室
数
、
施
設
・
防
災

面
等
様
々
な
要
因
を
総
合

判
断
し
決
定
し
て
い
く
。

社
会
教
育
課
長

　

議
員
提
案
の
校
舎
の
活

用
の
図
書
館
設
置
等
は
、

関
係
各
課
及
び
施
設
運
営

委
員
会
等
で
方
向
性
を
決

め
た
い
。

質
問

　

半
々
規
模
の
２
校
と
し

な
い
理
由
は
。

町
長

　

個
人
の
長
所
、
強
み
を

伸
ば
し
弱
み
を
補
う
、

個
々
に
対
応
し
た
教
育
、

持
続
可
能
で
特
色
あ
る
教

育
実
現
の
た
め
現
中
学
校

区
を
基
準
に
２
校
の
再
編

を
考
え
た
。
新
た
な
取
り

組
み
に
は
課
題
も
多
い
が
、

皆
さ
ん
の
協
力
で
頑
張
り

進
め
た
い
思
い
で
あ
る
。

質
問

　

北
部
学
区
の
小
学
生
保

護
者
56
％
か
ら
不
安
の
回

答
が
あ
る
が
。

教
育
総
務
課
長

　

真
剣
に
検
討
を
頂
い
た

結
果
、
判
断
が
難
し
い
と

い
う
思
い
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

質
問

　

１
校
と
し
な
い
理
由
は
。

教
育
総
務
課
長

　

統
廃
合
等
で
、
佐
久
間
、

水
窪
、
龍
山
地
区
の
幼

児
・
児
童
生
徒
が
七
、八

割
激
減
し
た
事
例
を
教
訓

と
し
た
。

質
問

　

学
区
の
自
由
選
択
か
ら

進
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長

　

計
画
推
進
に
合
わ
せ
、

検
討
す
る
。

質
問

　

子
育
て
世
帯
移
住
可
能

性
を
見
込
む
根
拠
は
。

教
育
総
務
課
長

　

長
野
県
佐
久
穂
町
の
小

学
校
で
は
現
在
１
１
０
人

の
児
童
の
内
八
割
が
移
住

者
と
の
前
例
が
あ
り
、
特

色
あ
る
次
世
代
教
育
の
魅

力
に
よ
り
期
待
で
き
る
。

質
問

　

新
体
制
の
大
鐡
の
、
千

頭
ま
で
の
運
転
の
将
来
見

通
し
は
。
ま
た
町
と
の
情

報
交
換
、
連
携
協
力
状
況

は
ど
う
か
。

町
長

　

護
岸
工
事
完
了
後
は
、

全
線
運
行
と
考
え
る
。
定

期
的
情
報
交
換
も
実
施
し

連
携
を
図
り
た
い
。

質
問

　

寸
又
、
接
岨
峡
の
更
な

る
魅
力
化
で
観
光
客
増
加

が
町
の
経
済
を
活
性
化
す

る
と
考
え
る
が
。

町
長

　

多
く
の
意
見
・
ア
イ
デ

ア
を
頂
き
な
が
ら
地
域
資

源
を
活
用
し
魅
力
的
観
光

周
遊
地
を
作
り
た
い
。

質
問

　

美
し
い
自
然
は
無
料
で

は
無
い
の
は
常
識
。
検
討

中
の
夢
の
吊
り
橋
遊
歩
道

有
料
化
で
、
振
興
事
業
の

実
現
の
可
能
性
は
。

観
光
商
工
課
長

　

観
光
客
に
有
料
化
の
調

査
を
行
い
約
94
％
の
賛
同

回
答
を
得
た
。
地
元
関
係

団
体
と
協
議
検
討
し
て
い

く
。

質
問

　

紅
葉
情
報
は
、
集
中
を

招
か
な
い
正
確
で
分
散
化

対
応
の
発
信
が
必
要
で
は
。

観
光
商
工
課
長

　

観
光
協
会
を
主
体
に
情

報
発
信
を
し
て
い
る
。

質
問

　

景
観
を
壊
す
廃
業
旅
館

の
早
急
な
対
策
は
。

観
光
商
工
課
長

　

所
有
者
や
債
権
等
課
題

も
あ
る
た
め
慎
重
に
対
応

し
た
い
。

質
問

　

寸
又
峡
の
山
岳
図
書
館

は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
施
設

だ
が
、
現
状
、
支
援
策
が

必
要
と
考
え
る
が
。

観
光
商
工
課
長

　

地
元
組
合
の
所
有
施
設

で
あ
る
の
で
、
組
合
と
協

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

　

旅
館
民
宿
食
堂
な
ど
地

元
支
援
と
町
民
お
楽
の
し

み
割
引
券
を
町
民
限
定
で

提
供
で
き
な
い
か
。

観
光
商
工
課
長

　

現
在
実
施
し
て
い
る
の

割
引
ク
ー
ポ
ン
等
の
活
用

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他 

　

夢
の
吊
り
橋
待
ち
時
間

活
用
な
ど
一
七
項
目
の
質

疑
応
答
あ
り

問 小中学校2校とした
� 計画案の真意は？
答 子供の強みを伸ばす

� 先進教育を目指したい

義
務
教
育
学
校
２
校

案
の
疑
問
点
を
問
う

寸
又
・
接
岨
峡
の
更

な
る
魅
力
化
策
で
経

済
活
性
を

石山貴美夫 議員

11※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。



防災・減災、国土強靭化対策の
継続・拡充を求める意見書を提出

（12月18日の議会で採択しました）
　近年、全国各地で台風や局地的な集中豪雨、大規模な地震等による甚大な被害が相次ぎ、予
見し難い自然災害への備えは喫緊の課題となっている。
　国においては、「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」を決定し、地方におい
てもこれを活用することで、特に緊急的に実施すべき対策を集中的に進めることができている。
　令和２年７月豪雨では、記録的な大雨となり、本町でも７月３日～12日の10日間で、平年の
年間降水量の３割近くに及ぶ総降水量842.5ｍｍを観測し、町内に不安が広がった。
　激甚化、頻発化する自然災害から国民の生命・財産を守り、安心・安全を確保するために
は、更なるスピード感をもって集中的に進めていくことが求められている。
　また、加速化するインフラの老朽化対策は急務で、戦略的な予防保全を積極的に取り入れた
対策を実施していく必要がある。
　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記
１�　令和2年度末で期限を迎える防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策に続く財政的
な支援措置により、支援対象の拡大や支援要件の緩和などの制度拡充を図ること。
２�　防災・減災、国土強靭化のための対策をさらに推進し、安定的かつ持続的に必要十分な予
算措置を行うこと。

　					     　（提　出　先）　�
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣

広報委員会研修 於：松本印刷㈱〔吉田町川尻〕令和２年11月18日

　「かわねほんちょう　議会だより」（発行４回／年間）の原稿を印刷・製本していただいてい
る会社を訪問した。社内見学により印刷までの流れを理解することができた。
　“わかりやすい議会だより” 作製を円滑に行うため、意見交換をし、相互理解を深めたこと
は、とても有意義であった。

仕上がりのイメージをより伝えやすくするため
には、参考紙面、切り貼りの他、コメントの添
付が効果的なことがわかった。

他市町の広報誌はもちろん、大きなポスターか
ら折り込みチラシ、お茶の袋用シール等、多岐
にわたる印刷物が、高性能印刷機器類により高
速で完成されていく。
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皆さん、知っていますか?
シリ

ーズ

地 名 の 七 大 日
　大日如来とは、曼

まん

荼
だ

羅
ら

（仏教の表す宇宙）の中心に坐す仏
　他の如来と違い宝冠を戴き髪を垂れ、瓔

よう

珞
らく

・環
かん

釧
せん

・天
てん

衣
ね

を付けた菩薩
の姿である。
　呪文を唱えると諸病が治り、安産をするという現世利益のあらたかな
仏である。

　地名にある大日如来は、
ウトロ大日、榊大日、椚

くぬぎ

大
日、柴大日、桜大日、仏大
日、小坂大日と呼ばれてい
る。これらの大日如来が何
時ごろから何のために地名
の辻々にまつられるように
なったかは定かではない。
　地名の辻々に大日如来が
祭られているのは、大日如
来が持つ功徳と力により、
地名に災いや疫病が入って
こないようにという人々の
切なる願いによるものであ
ろう。
　七大日は、まさに地名の
里人を災いや病気から守る
結界であるのだ。
　七大日の名の由来は、地
形、字、そこにある樹木の
名等から来ていると考えら
れる。
　疫病や飢饉により死者が
多数出てもただ一心不乱に
疫病や飢饉が早く治まるこ
とを神や仏に祈ることしか
できなかった当時の人々の
気持ち、思いを胸に刻みな
がらこの七大日を私たちは
後世に伝えていかなければ
ならないと思う。

ウトロ大日

菩薩像の各部の名称 如来像の各部の名称

参考文献『仏像のみかた〈技法と表現〉』倉田文作 著
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川根本町
の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

今回は連載にて、町民の大事な作物を、獣害から守る活動を続ける
「川根本町猟友会」を紹介します。

編
集
後
記

～害獣駆除に力を入れる猟友会に感謝～

　

議
会
だ
よ
り
61
号
の
編

集
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
が
続
く

東
京
都
と
周
辺
の
３
県
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発

令
さ
れ
る
時
で
し
た
。

　

川
根
本
町
は
、
ま
だ
感

染
者
は
ゼ
ロ
で
す
。

　

小
さ
な
町
の
強
み
は
、

困
難
に
対
し
一
丸
と
な
っ

て
対
応
で
き
る
こ
と
、
助

け
合
え
る
こ
と
で
す
。
感

染
症
防
止
の
対
応
が
不
充

分
な
人
を
見
捨
て
な
い
、

そ
し
て
適
切
な
方
法
を
気

づ
か
せ
て
く
れ
る
や
さ
し

い
町
。

　

そ
ん
な

「
温
か
さ
」

が
、
こ
の

町
に
は
根

強
く
生
き

て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な

こ
と
を
、

広
報
委
員
の
み
ん
な
と
強

く
感
じ
な
が
ら
編
集
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

�

中
原　

緑

　（
議
会
広
報
委
員
会
）

委
員
長　
　

澤
西　

省
司

副
委
員
長　

杉
山　

広
充

委　

員　
　

中
澤　

莊
也

�

野
口　

直
次

�

中
原　
　

緑

３ 月 ２ 日 火

９：00～ 本会議（定例会・初日）

本会議終了後 議会運営委員会・
全員協議会

３月16日 火

９：00～ 本会議（定例会・ 2日目）

本会議終了後 議会運営委員会・
全員協議会

３月23日 火 ９：00～ 本会議（定例会・最終日）

◆ ３月定例会の予定 ◆

○本会議場は役場本庁３階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（５６－２２２９）までお問い合わせください。

罠
わな
猟
りょう
について

　罠
わな

猟
りょう

には大きく２つ「箱罠
わな

」と「くくり罠」に分かれます。
　「箱罠」は、幅１ｍ、高さ１ｍ、奥行２ｍほどの鉄檻を山中の平坦な薄暗い場所に置き、檻の中には
獣が好む餌などを入れて獣を捕獲する猟法です。
　一方「くくり罠」は、主に獣道にわなを掛けて足首をワイヤーでくくって獣を捕獲する猟法です。
　近年では、獣に知恵がついたか不明ですが、箱罠で捕獲することが難しくなり、くくり罠で捕獲する
ことが多くなりました。獣は基本夜行性であるため、皆さんが丹精込めて作った畑の作物を、夜間に荒
らされてしまった経験も少なくないことでしょう。
　いずれの捕獲方法も獣と知恵比べです。ニホンジカ・イノシシは警戒心が非常に高いため、わなを掛
けた日の夜に捕獲することは難しく、人間の臭いが薄れた３～５日目に捕獲できるケースが多いのです。
わな猟は銃器を使った猟法と違い、24時間常に掛かる可能性を持っていることが特徴の１つでもあります。
　罠に掛かった獣は、銃器、電気、槍などで息の根を止め、素早く血抜きをし、粗末にすることなく処
理することも心がけています。
　このような、わな猟は鉄砲免許に比べ比較的取得しやすいため、興味のある方は是非近くの町猟友会
員、役場からお話を聞いてみてください。
　最後に、野生鳥獣による被害は今後増加することは間違いありません。当町の猟友
会員も減少傾向にある中、１人でも多くの勇者の加入をお待ちしています。

川根本町猟友会　会長　中村 国夫

議会はどなたでも傍聴できます。

くくり罠にかかった雄ジカ 箱罠にかかったシカ 超大物イノシシ
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